
◆建築確認を申請される場合、下記の図書・書類等を提出してください。

奥尻町役場　建設水道課

地盤調査を実施し、その結果により地盤改良計画(杭伏
図等)を設計した確認のため □

屋根・外壁・床組・基礎断面、柱・土台・桁・筋違い等の
緊結又は接合金物、耐力壁の納まり等

要

□

□

「壁量等の基準(令和7年施行)に対応した設計支援ツー
ル」の出力結果を提出

（写し） （写し）

建築基準法施行規則第1条の3第1項・表1による内容

及び下記の事項等を明示すること

目標となる地物が記載されているもの □

要 要

第一面から第六面まで

全ての設計図書に設計者の記名が必要 □

□

□

敷地面積の求積に必要な敷地の各部分の寸法及び算
式（三斜計算による）

□

要

要

最高高さ、軒高、軒の出、開口部の位置、隣地離れ、敷
地の高低等の確認に用います

各階の床及び天井の高さ、軒・庇の出、構造材(横架材
間)の高さ等の確認に用います

□

□

建築面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び
算式

床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算
式

土砂災害防止法による警戒区域内外を表記（イエロー
ゾーン又はレッドゾーン）

□

□

□

□

建築確認申請必要書類チェックリスト

提出書類

建築確認申請書

設計図書

確認
提出部数

消防用副本用正本用

要 要

要

要

要 要

□

敷地の高低差(現況・完成後)、敷地に接する道の境界
部分との高低差、擁壁・塀等の工作物 □

下水道、下水溝又は浄化槽その他これらに類する施設
の位置及び排出経路又は処理経路

□

□要 要

立面図（４面）(＊８)

断面図(２面以上)

構造詳細図

各階床伏図

基礎伏図（杭伏図 ＊１）

構造部材等が確認できるもの（構造耐力上主要な部分
及び使用する木材の仕様がわかるもの）

要 要

要 要
基礎の仕様（基礎平面図・基礎断面図・配筋図・基礎と
構造体の接合方法、地盤改良等）

要

要要

道路中心線から道路に接する敷地との高低差(建築物
の最高高さを算出)

雨水の処理方法

敷地境界線、敷地内における建築物の位置、及び申請
に係る建築物と他の建築物の別

申請に係る建築物の各部分の高さ

□

要

□

建築物が周囲の地面と接する各位置の高さ □

構造計算書等（＊１、＊７）

地盤面算定表

寸法、間取、各室の用途、床面積、内外建具(開き勝
手)、火報、手摺、垂れ壁等を記載

構造部材等が確認できるもの（構造耐力上主要な部分
及び使用する木材の仕様がわかるもの） □

□

要

構造計算の種類に応じた構造計算書及び建築士による
安全性を確認した旨の証明書

要

構造計算書等（＊６）

構
造
計
算
に
よ
り
構
造
安
全
性
を
確
認
す
る
も
の

□

□

地盤調査報告書(解析共)

要 要

道路を基準にした際、敷地に高低差がある場合は必要
です □要

申請地の一部又は過半が土砂災害特別警戒区域にか
かる場合は、急傾斜地の崩壊区域調書の座標値を配置
図に記入し範囲(寸法）を表記

□

要

内外装の仕上材・名称及び設備機器等の内容が確認
できるもの

要 要

要

地盤面算定表 要 要

要

要配置図 要

仕上表及び使用材料表

各階平面図

要

小屋伏図 要

建築面積求積図

床面積求積図

要 要

必
ず
提
出
す
る
図
書
・
書
類
書
類

敷地面積求積図

付近見取図 要



共通 ・ 建築基準法施行規則第1条の3第1項・表1による内容を記載してください。

・ 訂正及び加筆箇所は押印し、必ず原図も訂正してください。

・ 増築、改築、大規模修繕等の場合には、既存建築物の確認済証・検査済証の写し、及び副本を添付してください。

＊ 1 該当する場合。

＊ 2 代理者によって建築確認申請をする場合。

＊ 3 建築士免許証と併せて建築士定期講習修了証の写しを提出してください。講習修了証の提出がなくても申請の受付はいたしますが、

申請日時点での虚偽等の違反が認められた場合は、国・北海道等の関係機関による行政処分の対象となります。

＊ 4 認定を受けた形式の使用が示されている図書。

＊ 5 確認申請時に併せて提出してください。（受付は奥尻町役場/住民課/生活住民係）

＊ 6 建築物が建築士により構造計算によって安全性を確かめた旨の証明書。

＊ 7 奥尻町は多雪区域（垂直積雪量100cm以上）に指定されております。在来軸組構造の場合、北海道住宅局による「壁量等の基準(令

和7年施行)に対応した設計支援ツール【北海道版】」の出力結果を提出してください。

＊ 8 奥尻町要求図書

要 要
機器設置位置及び換気配管経路(配置図・平面図等に
記載できるのであれば不要) □

要 要

要 要

□

委任状（＊２） 要

必
ず
提
出
す
る
図
書
・
書
類

□（写し） （写し）

建築主から委任された代理者により申請をする場合、建
築主の押印が必要です。記載内容により代理人が行え
る委任範囲が決まるためご注意ください（提出は原本と
し、申請時に役場で複写、返却いたします）

要

□

確認申請における審査の区分判別シート

要

□

要 本紙（ ☑チェック後 ） □

□

要

（写し）

建築物エネルギー消費性能基準の適
合状況に係る届出書

建築士免許証（＊３、＊８）
要

□

（写し） （写し）

要

要 要 大臣認定を受けた材料、認定形式部材等を使用する場
合 □

申請地の全部又は一部を借地として建築する場合、左
記の図書（借家人・借地人の押印がされたもの）を提出
願います。及び地積測量図を添付し、配置図に借地範
囲を記載すること（提出は原本とし、申請時に役場で複
写、返却いたします）

要

要

第一面から第三面まで

要 建築士事務所登録された建築士が設計・工事監理を業
務として行う場合

要
浄化槽の概要書等（仕様書・構造図・処理工程図・施工
図・配置図・放流先までの配管図・各階平面図・床面積
表)及び資料

要
建築確認申請を北海道(奥尻町)に提出する場合は添付
してください □

□

消防長の同意を要する場合

第一面から第三面まで □

配置図・平面図等に記載できるのであれば不要 □

機器の換気量が確認できるカタログ・仕様書等

申請地の地番・敷地形状・敷地面積・境界線の寸法・現
地での境界標等の確認のため

省エネ適合判定通知書の提出がない限り確認済証は交
付されません

設計図の省エネ基準適合性の確認、且つ建築主への
説明状況の記載が必要です □（写し）

要
（写し）

要

建築工事届

法チェック図

（シックハウス対策）
有効換気量及び有効換気換算表、且つその算出方法 □

□

採光・換気・排煙計算の算式要

北海道収入証紙ちょう付用紙 □

□

要

要

□

要

換気計算書

要

要

地積測量図(＊８)

土地使用承諾書・借地契約書等

（＊１、＊８）

（＊１、＊５）

合併処理浄化槽設置届

設
計
図
書

確認申請手数料 要

要

認定書形式部材等に係る認定書

の写し　（＊４）

必
要
に
応
じ
て

提
出
す
る
図
書
・
書
類

換気設備図

各階給排水衛生・電気設備図

建築物エネルギー消費性能基準の適
合判定通知書

建築確認申請必要書類チェックリスト

建築計画概要書

消防用図面（＊１）


